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新曲「令和音頭」に合わせた踊りを披露した谷地中婦人会

「北上夜曲」で美しい歌声を響かせた南寄木婦人会

歌や踊りで義援金募る
松尾地区歳末助け合い演芸会

　松尾地区婦人会連絡協議会は12月7日、松尾コミュ
ニティセンターで歳末助け合い演芸会を開き、歌や踊
りを披露して義援金を募りました。
　ステージで30演目が披露され、約90人が出演。情緒
あふれる歌声やきらびやかな踊りに、来場者約230人
から盛んな拍手が送られました。
　演芸会の収益金から経費を除いた義援金５万円は
歳末助け合い募金に寄付され、市内の在宅寝たきり高
齢者や在宅重度障がい児・者などへ届けられました。

本格的な門松作りに挑戦
門松教室

真剣な表情で飾り付け用の松の枝を切る親子

　県民の森主催の門松教室は12月21、22の両日、森
林ふれあい学習館フォレストアイで開かれ、市内外
から参加した38人が門松作りに挑戦しました。
　参加者は、同館スタッフから竹や松の飾り方や縄
の結び方などの指導を受けながら、高さ約90㌢の本
格的な門松を作り上げました。
　盛岡市から家族と親戚で参加した吉田朔

さ く た ろ う

太郎君
（8）は「縄を結ぶところが難しかったけれど、きれい
に作れた。家に飾るのがとても楽しみ」と喜びました。
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活動振り返り来季の糧に
市スポーツ少年団活動発表会

CMを企画・制作した佐藤林太郎さん

秀逸なテーマ選定で銀賞
ふるさとＣＭ大賞 in IWATE 2019

楽しむことが元気の源
第14回市老人クラブ芸能発表会

古い歴史を持つ盆踊り「木曽節」を披露（下町老人クラブ）

　市スポーツ少年団活動発表会（市体育協会主催）は
12月8日、総合運動公園体育館で開かれ、参加団体
が今季の活動の成果や課題などを発表しました。
　21団体が活動を通して感じたことを作文で、2団
体が練習や競技を実演で発表。田頭バレーボールス
ポーツ少年団でキャプテンを務める渡邉乃

の あ

彩さん
（田頭小６年）は作文で「勝ちたいと思うことで、自分
から進んで練習に取り組むことができるようになっ
た」と成長を振り返りました。

八幡平リゾートパノラマスキー場
と下倉スキー場安全祈願祭（₁₂月₁₂
日、パノラマスキー場レストラン）

　第14回市老人クラブ芸能発表会は11月22日、西根
地区市民センターで開かれ、参加者が互いに歌や踊
りを披露し合い、交流を深めました。
　衣装で彩った24の老人クラブが、練習してきた歌
や踊り35演目を披露。演目が終わるごとに会場から
大きな拍手が湧き起りました。
　下町老人クラブの八嶋昭三さんは「発表が嫌だと
言う人も、練習しているうちに楽しくなってくる。
この後の打ち上げも楽しみ」と笑みを浮かべました。

市空手道スポーツ少年団が組手を実演

田山・安代小の５、６年が社会人と
交流し多様な価値観を学ぶ（₁₂月₁₁
日、未来パスポートプログラム） 松○ 

　県内33市町村が参加するふるさとＣＭ大賞 ｉｎ 
ɪＷＡＴＥ 201₉の審査会は11月24日、アイーナ（盛岡市）
で開かれ、本市の作品が銀賞を受賞しました。
　皆さんは「八幡平」を「はちまんた

・ ・ ・

いら」と読み間違
えられた経験がありませんか？ 正しく読んでもら
いたいという思いをユーモアあふれる映像で15秒の
CMに表現しました。作品は、岩手朝日テレビで年
間₈0回放送されるほか、八幡平ＦＡＮ（ユーチュー
ブ）で見ることができます。

サンデースが₁₀月に開かれた第₄₂回
東日本軟式野球大会（一部）県予選優
勝を市長に報告（₁₁月₂₅日、市役所）

悩み抱え込まずに相談を
人権擁護委員に法務大臣から委嘱発令

　工藤加寿子さん、井上昭二さん、髙橋さよさんの３
人が1月1日、法務大臣から人権に関する悩みなどの
相談に応じる人権擁護委員に委嘱されました。
　任期は令和4年12月31日までの３年間。５期目の髙
橋さんは「誰もが穏やかに暮らしていくために、少し
でも人権について考えるきっかけとなるよう啓発活
動に尽力していきたい」と意気込みました。
　市の人権相談は予約制で、日時や場所は相談に応じ
ます。予約は市民課戸籍住民係（☎・内線1061）まで。 左から工藤さん（２期目）、井上さん（３期目）、髙橋さん

認知症を地域で支えよう
認知症サポーター養成講座・声掛け練習会

　市主催の認知症サポーター養成講座・声掛け練習会
は11月26日、大更小で開かれ、4年生66人が認知症の
人への接し方を体験しながら学びました。
　児童は講座で①驚かせない②急がせない③傷つけ
ない―の３つの声掛けポイントを確認。市職員扮

ふ ん

する
認知症高齢者に声掛けを行い、教員に報告するまでの
流れを練習しました。声掛け役を担った渡邊零

れ い あ

葵君は
「困っている人を見掛けたら、目線を合わせて優しく
声を掛けたい」と練習成果の実践を誓いました。市内の小学校で初めて開かれた声掛け練習会

小学生のミニゲームの様子を見守る加地さん

夢実現へ強い思い行動に
加地亮さんによるサッカークリニック

歌踊で台風₁₉号被災地を応援！支
援！致し隊がチャリティー講演を
実施（₁₂月₂₂日、大更コミセン）

　元日本代表の加地亮さんによるサッカークリニック
は11月24日、アリーナまつおで開かれ、市内の小中学
生ら約40人がサッカーの楽しさに触れました。
　一番の盛り上がりを見せたのは加地さんも加わって
のゲーム。華麗なボールさばきに歓声が沸きました。
練習後は参加者の質問に応じ、なぜプロになれたか問
われた加地さんは「自分が人より優れていたのはプロ
になるという強い思いと行動力。みんなも自分を信じ
てあきらめずに努力してほしい」と答え、激励しました。

児童や父兄、関係者らが集い寺田
野球スポ少₄₀周年を祝いました（₁₁
月₃₀日、西根地区市民センター）
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